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＜連絡事項＞
・本日、当直の深澤Dr18:30まで不在の為、それまでは金Drへ報告・指示受けして下さい。
・南病棟側のゴミ捨て場のゴミ箱内にゴキブリ発生中の為、庶務より駆除剤を置いて様子を見るようにとのことで、取り付けています。
・おしぼりを溜め込んでいる患者様がいますので、回収を忘れずにお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・杉山　千廣様～奥様から病棟へ電話あり対応している。昨日紹介した、サポージュやわたについて、「息子に話したら、忙しくて詳しく話し出来ず、たた、料金が高くてダメだ。」と言われたとの事。奥様から、息子に詳細を話して欲しいとの希望あり。26日20時に息子様へ対応する事となる。（藤田NS対応する）
・田代　春枝様～入院証明書をご家族様へ渡している。

・甲地　茂子様～膀胱留置カテーテル定期交換の指示あり、実施している。
・本堂　秀夫様～全身ベルトが破損している為、本日ご家族様へ依頼している。

＜深澤Dr診察＞
・山田　石見様～吸引・鼻腔栄養（～8/26）右手処置（～6/30　以降、皮膚科追加）の指示あり。
＜馬渡Dr診察＞

・上田　恭子様～食事摂取量低下について栄養士より提案があったことを、主治医へ報告。本日昼から、粥（ハーフ）・キザミ　メイバランス各食1本に変更し、経過観察の指示あり。
また、体重測定（1回/週）、血糖測定（1回/日朝食前）するようにとのこと。
＜田名部Dr診察＞

・橋本　喜久子様～臨時薬が同内容にて7日分処方あり。
右股関節痛・日常生活上の支障（立位・歩行状態）について報告し、右股関節X-Pの指示あり、施行する。疼痛時ハップスター指示あり、7日分処方あり。
・大久保須美子様～臨時薬54ツムラ抑肝散エキス顆粒(2.5g)2→3包　3×毎食後　増量。他同内容にて7日分処方あり。
・大澤　廣子様～臨時薬が同内容にて7日分処方あり。
左膝～大腿部痛・日常生活上の支障（立位・歩行状態）について報告。疼痛時ハップスター1枚/日 ７日分処方あり
・小笠原　芳郎様～臨時薬が同内容にて7日分処方あり。
・野村　才恵様～臨時薬が同内容にて7日分処方あり。
・瀧又　富造様～臨時薬が同内容にて7日分処方あり。
＜業務改善＞
入浴業務について、今まで一日中入浴業務を行っていましたが、体力が続かないとの意見や事故防止のため、来週から午前午後とメンバーを変えて実施予定。一週間実施してみて意見交換していく。これから暑くなるのでシャワー浴のみ対応でも良いのではとのと一般特浴限らず、時間があった際にはその日の入浴者以外でも入れていきましょう。
また、特浴自立のメンバーを入浴担当が検討していく。

＜要注目患者様＞
・佐々木　由一様～昨日準夜帯から38℃台の発熱が続いている。午前は、体熱感著明な為頭部、腋窩の二点クーリングへ強化し、体温38.1℃で経過する。食事は、朝1/4、昼全量摂取。唸り声はだしているが、不穏さなし。
・館合　寛　様～傾眠傾向見られる。食事はむせ込みなく全量摂取している。痰鳴聞かれず、バイタルサインの異常もない。
・杉山　千廣様～口腔ケア後、茶寒天一個介助にて摂取している。摂取中発語あり口腔内にため込みあるが声かけにて嚥下している。摂取後の嗄声、頚部雑音無し。
・田代　春枝様～本朝「ハサミを貸して」とくるため、理由を聞くと「耳聴こえない。」とタイミングよく話し、最終的には、洗面おしぼりを切って、鼻を噛んだり、トイレに使うという。本人はトイレットペーパーや箱ティッシュは持っている。用途が違う事を話し、おしぼりは回収していることを伝えると、「うるさい。違う。」と聞き入れず、興奮口調で叫んでいる。
　　　　　　　　日勤帯では、スタッフを呼ぶことはあるが、同様の要求は聞かれない。
・橋本　喜久子様～右臀部の疼痛の訴えはないが、歩行はゆっくりとしている。
・是川　トク様～本朝の体調確認後に、「聞きたい事がある。」と訴える。内容は、「自分は施設に行くとは言っていない。面会に来た人達やここのスタッフも施設入所について私が聞いても「そのうちに行くかも。」と言っただけだ。それに、荷物の確認をされ、通帳まで取られる病院なんて見たことない。」という。傾聴後、一つ一つの訴えに対し、本人の理解を確認しながら説明する。表情は不満げだが、「そう言われれ分かるんだけども。」というが、以前の出来事を混同し、理解できないでいる所も多々ある。その後も他患者様と病院の批判をしている。
日勤帯では、退院、処遇への不満無く他女性患者様と交流され過ごされている。
・野村　万惠様～リハビリについて、「たくさん歩く練習がしたい」といい杖を所持している。膝の脱力や跛行により転倒リスクが高いため、杖歩行の際にはスタッフ付添いが必要である事伝える。「○○さん（他患者）が歩くの見てくれたけど、大丈夫上手いって言ってたわよ」「（杖歩行について）○○さん（他患者）は良くてどうして私はダメなの」気分高揚・多弁さみられており納得していない様子あり。
杖2本はBユニット詰所での管理とした。
・田中　稔美様～トイレットペーパーの要求あるが、口調の荒さ等はない。
・大渡　勝男様～棟内徘徊は見られず、座って過ごしている。問題行動なし。
・佐々木　日出夫様～バイタルサインの異常はなし。意識状態の変化なし。「にんにくの仕事に行かないばならない」「この服だば、ダメだ」と話している。
・上田　恭子様～バイタルサインの異常はなし。腰痛を確認すると痛みの訴えはあるが、自ら訴えてくることはない。血圧測定の為に、腕を動かすと演技的に「腰が痛ーい」と訴えている。食事は各食1/4摂取。昼食より変更になったメイバランスは、全量摂取している。
・谷地　ツヨノ様～嘔気を訴えたり、ご飯の料金を気にしたりし、昼食は食べないと話す。その後、トイレへ少量の唾液様の吐物あり。体温36.1℃、脈拍81回/分、血圧163/95mmHg。昼食は拒否し、不食。服薬はしている。帰宅要求を訴え、ウロウロしていることあり。嘔気を訴えていた為、座っている様に促している。
・中市　正治様～右下腹部の膨隆軽度持続。腹部はソフトだが、圧痛軽度あり。朝方2回、泥状便の排便あるため、レシカルボン坐薬挿肛せず、様子観察としている。
＜介護　学術　勉強会＞
アンガーマネジメントとは、1970年代にアメリカで生まれた考え方で、怒りの感情と上手に付き合うための心理トレーニングです。当初は、DVの加害者、被害者へのメンタルケアや犯罪者に対する強制プログラムの側面が大きかったのですが、時代と共に一般化されてきています。現在では、企業や環境庁等における研修やアスリートのメンタルトレーニングなどにも取り入れられています。
　人間の感情の中でも「怒り」は、組織内外に不要な軋轢、衝突を引き起こし、人間関係の悪化や組織の生産性を下げる危険性を孕んでいます。アンガーマネジメントを学び、実践することが出来れば怒りを上手にコントロールし、職場や学校、家庭、地域社会等での良好な人間関係の構築や仕事の生産性向上等を図ることができます。

怒りとは・・・

人としてごく普通の感情です。アンガーマネジメントではこの感情を第一次感情と第ニ次感情に分けて考えます。

●第一次感情

・第一次感情とは、不安、恐怖、辛い、疲れた、悲しい、寂しい、ストレスがあること等を指します。どれもネガティブな側面からの感情ですが、これらを含めて様々な感情を抱くことはいたって普通の事です。

●第二次感情

・第二次感情とは、第一次感情が蓄積され続けると、たとえばコップから水が溢れてしまうように、許容範囲を超えてしまいます。この時に現れるのが、怒りなのです。つまり、怒りは二次感情なのです。

・怒りのピークは６秒と言われており、アドレナリンが消えてなくなるまで６秒かかるので、反射的に言い返す、売り言葉に買い言葉、やり返す・・・ＮＧ

・６秒やり過ごすことがポイントです

●怒りの感情の種類

・持続性のある怒り・・・過去の怒りをひきずってしまったり、何度も思い出したりする怒りです。すでに終わった事なのに、自分を何度も苦しめる怒りと言えます。

・強度が高い怒り・・・　怒りがあからさまになったり、表現が激しくなってしまう怒りです。怒りだすと歯止めが効かないような怒りもこの種類になります。

・頻度が高い怒り・・・日頃のちょっとしたことに過敏に反応して頻繁に出る怒りです。

　　　　　　　　　　　頻度が高いほど、イライラ等の不快感を抱える時間が多いという事になります。

・攻撃性がある怒り・・・相手や物に怒りが向かい、投げたり蹴とばしたりする傾向がある怒りです。良好な人間関係が築きにくくなります。

●怒りのタイプ

・公明正大・・・正義感が強く、ルールや道徳に外れたことを見聞きすると怒りを感じやすい傾向にある人です。権利の有無に関わらず、人をジャッジしようとしたり、曲がったことを許せなかったり、常に正そうとしたりして、介入しすぎるところがあります。

・博学多才・・・向上心があるのですが、完璧主義な点があり物事を白黒で片づけたいタイプです。そのため自分にも周りにも厳しくなってしまう傾向があります。

　　　　　　　優柔不断な人、適当に考えたり行動したりする人がいるとイライラしてストレスを溜めやすいところがあります。

・威風堂々・・・自尊心がとても高い人で、いつも周りからどう見られているかを気にする人です。ネガティブな評価や扱いを受けると、ストレスや怒りを感じやすい傾向にあります。思い通りにならないことがあるとイライラや不満を抱えやすいという特徴があります。
・天真爛漫・・・自分の考えや感情を、素直にストレートに表現することが出来る人です。しかし、周りに意思表示がはっきり出来ない人、思う通りに行動出来ない人がいるとイライラする傾向があります。自立心が強く、自由に動きたいタイプなので、行動を制限されるとストレスを感じやすいところがあります。

・外柔内剛・・・外見の柔らかさとは裏腹に、中身はとても頑丈です。周りからの誤解を受けやすいタイプといえます。自分の意見や意志を重んじるため、合わない意見や価値観には目を向けない傾向があります。内側に我慢やストレスを溜めやすいという特徴を持っていて、度が過ぎると体調を崩すこともあります。

・用心堅固・・・とても慎重派で、周りに対する警戒心の強い人です。そのため自分の領域に入りこまれると、ストレスや怒りを感じやすい傾向があります。人間関係自体にストレスを感じやすく、自分についても周りの人のことについても固定観念を持ちやすいという特徴があります。

●怒る事のデメリット

・怒りを感じるときの体内の生理的反応が健康に悪影響を及ぼす。

・本人や周りの心的ストレスが蓄積される。

・職場環境や人間関係が悪化する。

・コミュニケーションがスムーズにいかず、効率が低下する。

・物を壊すという物的損失。

●効果

　アンガーマネジメントの実践により、以下の効果が期待できます。

・苛々の減少、集中力アップ

・良好な人間関係の構築

・適切な部下指導、パワハラ防止

・クレーム対応力の向上等

アンガーマネジメントのカギとなる「3つの暗号」

1 衝動のコントロール・・・最初の6秒をやり過ごす

怒りの感情のピークである『最初の6秒をやり過ごす』ということ。人は怒った時に最初の6秒でアドレナリンが強くでると言われています。このコントロールできない6秒をやり過ごせばだいたいなんとかなります。

イラっとしたりむかつくことがあったら、指でそのことを書いてみましょう。体を使って待つことを覚えるのが一番効果的です。

さらに、0は穏やかな状態、10は人生最大の怒りという風に10点満点の点数をつけてみます。点数をつけることで冷静になれるし、対処法が考えられます。

また、怒りの表現方法、ボキャブラリーを増やしましょう。言葉で表現できないと行動で示してしまうからです。

2  思考のコントロール・・・べきの境界線を広げる

自分が怒っていても相手に伝わらないのは、自分と相手との言葉に対する温度感が違うからです。コミュニケーションする相手と言葉のラベルに対しての共通認識を整えておく必要があります。

自分がこうある『べき』という考えに対して、相手とのギャップが出来ると人は怒りを感じます。『べき』とは私たちを怒らせるものの正体であり、自分の願望・希望・欲求を象徴する言葉です。自分の『べき』はなにか、相手の『べき』はなにか、周囲の『べき』を理解しておくと、相手の怒りが理解できるようになります。怒る必要があることと、ないことを区別する必要があります。怒らなくて済むなら怒りたくないですよね？自分と相手の『べき』の境界線を知ることです。

3 行動のコントロール・・・できるものだけコントロールする

怒りの感情は身近にあることほど大きいと言われています。怒ったことに対して、『いつまでに』『どのように』『どのくらい変わったら』自分の気が済むを決めておけば、怒りをコントロールすることが出来ます。それが決められないとずっといらいらし続けます。変えられないことや、コントロールできないこと、重要でないことはほっておいていいのです。自分でできる選択肢を探すこと。自分が変えられない事は、受け入れる。そして、『諦める』『我慢する』という表現は使わないこと。余計イライラします。人生にはそういうことがあるんだと、受け止めるだけでいいのです。

●怒らない自分を作る習慣

・適度な運動でストレスを発散

・丁寧な言葉遣いで過ごす

・不平不満の多い人と距離を置く

・語彙力を身に着けて怒りを正確に表現する

・「アンガーログ」（自分の感情を記録する事）を付けて苛々の傾向を知る

・「ハッピーログ」で幸せを自覚する

・「事実」と「思い込み」を切り分ける

●怒りの感情と上手に付き合う為の対処法

①グーパー運動

イラっとしたら、手をグーパー、グーパーしてみるその怒りを握り潰すように手を握り、怒りを放すようなイメージでパツと開く。これを落ち着くまで繰り返します。手を動かすことで怒りから意識をそらしやすくなります。

②笑顔を作る

怒っていると表情が険しくなります。眉間にしわが寄り口元がへの字になっていると感じたら、意識を口角に上げて笑顔を作って見ましょう。これはフェイシャルフィードバック効果といって、笑顔をつくることで脳からポジティブな気分になる指令が出るとされています。

③その場を離れる

　冷静に対応できなければ、一度その場をはなれて見るのも一つの方法です。

　もしも介護場面であれば黙って立ち去るのではなく、「ちょっと確認してきます」などと伝えて距離を置くという方法もあります。同寮に交替して貰う事も良いでしょう。

④リラックス

　短時間でも怒りの出来事粗離れられたら、その時間はリラックスして気持ちを落ち着かせる事だけを考えましょう。好きな飲み物を飲む、窓を開けて外の空気を吸う、ゆっくりと深呼吸をするなどの方法が有効です。

